
グループホーム ひまわり   認 知症高齢者グループホーム外部評価結果

番号 項 目
良くできてい

る できている 努力が必要 評価困難

1 〇理念の具体化
サー ビス理念や運営方針は、家庭的な環境の中で、利罵者の能力や尊厳を尊重 し

たケアを行うなど、グループホームの特徴を生か したものになつている。
O

O理 念の共有と実現
すべての職員が、ホームの理念にもとづき、常にその実現に取 り組んでいる。 ○

Oグ ループホームでの生活空FFEづくりの工夫
グループホームの特徴である狭い空間の中に十数名での毎日の暮 らしのなかで、安心感がある反面息苦 しく感 じるときもある
と思われるので、天気のいい日には散歩に出て気分転換に努められています。また、入居者 9名 の人間関係に配慮 した生活空
間づくりに努めています。

O気 軽に入れる雰囲気づくり
入居者や家族が入 りやすい、近隣の住民も訪ねやすいなど、玄関まわ りや建物の

周囲が違和感や威圧感を感じさせないつくりになっている。
O

O家 庭的な雰囲気づくり
共用の生活空間 (玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、 トイレなど)を はじ

め、調度品や設備、物品や装飾が家庭的な雰囲気になつている。
O

Oく つろげる場所の確保
居室以外に、自由に過ごせるような居場所がある。

〇

O居 室の環境づくり
居室は、入居者一人ひとりの生活にあわせ、使い慣れた家具や生活用品、装飾品

等が持ち込まれるなど、安心 して過ごせる場所となつている。
O

〇入居者の身体機能の低下を橋 うことに配慮 した環境及ぴ生活空間づくり

O

O認 知症状を配慮した環境づくり
場所の間違いなどの混乱を防ぐための工夫がしてある。

O

O落 ち着いた暮 らしができる快適な環境づくり
入居者が落ち着いて快適に暮 らせるように、音の大きさ、光の強さ、におい、冷

暖房などに配慮 してある。
O

O入 居者に対するケアを将ううえで工夫されていること
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O個 別 コ具体的な介護計画
アセスメン ト (評価)に 基づいて、入居者一人ひとりの状況に応 じた具体的な介

護計画を作成するとともに、その計画の内容f毛づいて入居者や家族に説明 してい
る。

O

O介 護計画への理解と実践
すべての職員が入居者一人ひとりの介護計画を理解 し、その介護計画に沿つたケ

アを行つている。
O

O職 員間での情報の共有
職員間での申し送 りや情報伝達を確実に行つている。また、重要事項について、

すべての職員に伝わる仕組みがある。
O

○入居者一人ひとりの尊重
常に入居者一人ひとりの人格を尊重 し、誇 りやプライバシーに配慮 した言葉かけ

や対応を行つている。
O

O職 員の穏やかな態度
職員の態度がゆつたりしており、入居者への言葉かけなど、やさしい雰囲気で接

している。
O
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O入 居者のベースの尊重
ホーム側の決まりや都合で業務を進めていくのではなく、入居者が自分のペース

を保ちながら暮らせるように支えている。
○

O入 居者の意志の尊重

入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表 したりすることを大切にしている。 O

O自 立への配慮
入居者の 「できること、できそうなこと」について、

に、見守つたリー緒に行うようにしている。

できるだけ手や口を出さず O

O身 体拘束のないケアの実践

すべての職員が、身体拘束についての正 しい理解のもと、身体拘束をしないケア

を実践 している。
O

O入 居者と共同した食事の支度と後かたづけ

献立づくり、買い物、調理や後かたづけなどについて入居者と共同して行う工夫

をしている。
O

〇入居者一人ひとりにあわせた調理方法 ・盛 り付けの工夫

入居者一人ひとりの岨幅 t嘆下等の身体機能や、便秘 コ下痢等の健康状態にあわ

せた調理をしているかどうか。また、盛 り付けの工夫等を行つている。
O

O家 庭的雰囲気の食事支援
職員が入居者と同じ食事を楽しみながら、食べこぼし等に対する支援 コ介助をさ

りfずなく行つている。
O

24 O一 人ひとりに応じた排泄支援
おむつをできる限り使用しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターン

を把握し、 トイレでの排泄や自立した排泄へ向けた支援を行つている。
O

O排 泄時の不安や差恥心等への配慮

排泄の誘導や介助、失禁などへの対応は、
に配慮 して行つている。

入居者の不安や差恥心、プライバシー
O

O希 望に合わせた入浴の支援
入居者が自分の希望に合わせて入浴できるように支援 している。 O

O希 望に合わせた理美容院への利用支援

入居者の希望にあわせて、理美容院の利用を支援 している。 O

Oプ ライ ドを大切にした整容への支援               ｀
入居者のプライ ドを大切にしながら、容姿や着衣の乱れ、汚れ等に対してきりげ

なくカバーしている。 ｀i
○

O細 やかな安眠のための支援 す

夜眠れない入居者にrよ、 1ヨ の生活リズムを通 じた対策を取るなど、入居者一人

ひとりの睡眠のパターンを把握 し、安眠できるよう支援 している。
O

O主 体的な金銭管理に向けた支援  、
｀
、

入居者本人が日常の金銭管理を行えるよう、
援をしている。

ミト ヽ

入居者一人ひとりの状況に応じた支 ○

Oホ ーム内での役割 ・楽 しみごとの創出
入居者がホーム内での役割や楽 しみごとを見い出せるよう、家事や小動物の世話

など、一人ひとりに応 じた出番づくりをしている。
〇

O口 腔内の清潔保持
入居者の状況に応じて、日の中の汚れや臭いが生じないよう、歯磨きや入れ歯の

手入れ、うがい等への支援、出血や炎症のチェックなど、口控の清潔を日常的に支
援している。

O

○身体状態の変化や異常の早期発見、対応

入居者の身体状態の変化や異常のサイ ンを早期に発見できるように努め、その状

況を記録に残 している。
O

O服 栗の支援
入居者の体調と使用する薬の目的や副作用、用法や用員を理解 しており、入居者

が医師の指示に従つて服案できるように支援 している。
O

O緊 急時の対処体制の整備
入居者のけが、骨折、発作、のど詰まり等の緊急時に職員が応急手当を行 うこと

ができるようにしており、協力医療機関や消防、警察等とあらか じめ必要な事項を

取 り決め、連携体制を整えている。

O
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O地 域における入居者の生活支援
入居者が、ホームの中だけで過ごさずに、買い物や散歩、集会への参加など、積

極的に地域の中で案しめるような機会をつくつている。
O

○入居者家族のホーム訪蘭に関する配慮
入居者の家族が気軽に訪間でき、居心地よく過ごせるよう、ホームに来やすい雰

囲気をつくつている。       |
O

O入 居者家族との交流支援
入居者と家族とが交流できるように、食事づくり、散歩、外出、行事など、本一

ムでの活動に参加する機会をつくつている。             |ヽ
O

O事 業所としての組織的取組状況

法人代表者及び管理者は、現場の状況をよく理解 して、戦員と一体となつて協力

してケアサー ビスの向上に取 り組んでいる。
O

O入 居者の状態に応 じた職員の確保
GHケ アに適 した資質を有する職員を採用するとともに、夜間を含め無理のない

職員の勤務ローテーションを組むなど、入居者の状態や生活の流れを支援するため

の人員配置を確保 している。

〇

O事 故防止の対策
けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等の緊急事態が発生 した場合には、すべ

ての職員が的確に対応できる体制を整えているとともに、再発防止対策を検討 し、
サー ビスの改善を図つている。

O

O入 居者家族からの意見や要望を引き出す工夫
入居者の家族が、気がかりなことや意見、要望などを気軽に伝えたり相談したり

できるように、家族の面会時の声かけ、定期的な連絡等を積極的に行つている。
○

O地 域の人々との交流
入居者と地域の人々との交流のための取組みを行つている。 O

O地 域社会への貢献
痴呆の理解や関わ り方についての相談べの対応や教室の開催、研修生やボラン

ティア等の受入れなどtグ ループホーム運営上培つた知識や経験、技術などを地域
社会に提供 している。

O

O本 一ム全体の雰囲気
町の中心部にあり、バス停が目の前 という交通の便も長く、母体病院に寄 り添うように建つており、よく連携がとれ、医療面

でも安心 した生活が出来ています。
リビングを中心とした生活の中、入居者同士お互いをいたわ りながら、又職員とは家族のような ・親子のような生活がゆつく

りと営まれています。 「自分たちのやつてきたものに安心感が出てきた。」と言われるように、入居者の実顔と、職員の自信

を持つてのケアヘの取 り組みを感 じます。家族的でホッとする雰囲気のグループホームでありたいと理念に掲tず、職員はいつ

も実顔でゆつくりと穏やかな行動や言動に心がけておられます。

＼

O総 括的な評価      F
自己評価においては職員全員で取組み、改善へ向け発信されています。又理念を全職員で見直 し、安心 した暮らしとして、事
故防止 =防災面から

“
安全を守る

"を
追加 し、事故や怪我 ・転倒の行いように見守 り ・寄 り添いのケアの重要性を全員で認識

されたことが事故防止に繋がつています。‐また、町づくりの一環を担おうと住民へのギャラリーの開放 (お雛きまの展示)等
により地域への貢献も

ゃ
れており、

,特
とも地域

思ょ
ざした取 り組みに期待 します。

O優 れている点
併設病院があり、医療面や夜勤体制も連携した取り組みが行われ、入居者 =家族への安心となつています。しかし全職員が
バックに甘えることなくグループホームとして何をどのようにケアしていくべきか認識し、看護 コ介護の専門職を発揮し、入
居者一人ひとりのできる事 ・できない事や状態をケアカンファレンスにより共有しあいながら、見守りと寄り添いのケアヘの
真摯な取組があり、入居者も明るく落ち着いた表情で、 “ひまわリ

ル
の名のごとく生活されており、ケアの確かさを感じま

す。

O努 力が望まれる点                 !i
職員も定着されており、継続的なケアが行われています。ケアの統一に向け、フォローアップ研修等を行つていただきたいと

思います。
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